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コロナ禍はようやく峠を越えつつあるように感じられるが、世の中、ウクライナ、円安、物価

高と不安が付きまとう。暑い季節がやってきて、高齢者集団としては油断できない。7 月から

は活動時間を８：30～12：45 とし、午後は自主活動とすることになった。 

6 月は恒例となっている田植え体験学習が行われ、佐保台小学校児童の歌声も聞かれた。月末

には春の感謝祭も予定され、久しぶりにならやまカレーがふるまわれることになっている。ま

た、7 月には里山で遊ぼう①で、人数制限も解除され多くの参加が期待される。 

果樹グループ、エコファームグループでは鹿害対策に苦労している。畑には鹿対策ネットが張

りめぐらされその効果に期待したい。雑草の成長も顕著で、草刈り隊も忙しい。生き物の活動

が最盛期を迎え、ならやまでも忙しい日が続く。熱中症をはじめ、体調管理に心掛けなければ

と思う。 

6 月 7 日、大変悲しい知らせがありました。これまで活動を支えてくれた平田範光さんに心

から感謝し、ご冥福をお祈り申し上げます。 

7 月の活動特記事項   

協働活動：7 月 7 日 アダプトプログラム 

夏だ！休みだ！里山で遊ぼう①：7 月 16 日（降雨確率 50％以上：7 月 23 日に順延）  

7 月の各グループ活動予定 

活動日： 毎週木曜日 

前日水曜日の 19 時現在の気象庁予報（NHKTV 奈良 19 時前放送）の天気予報で、奈

良県北部の午前中の降雨確率 60％以上の場合は翌金曜日、木曜日も同予報であれば中止 

グループ 活 動 予 定 

里 山 里山林内整備、薪割り、下草刈り 

ユート：アカマツの森でのマツの間伐 

エコファー

ム 

水田整備（ヨシ敷草処理試行）・除草、 

ナス支柱立て、トマト覆い設置、ジャガイモ跡整備、さつま芋の移植、里芋の

除草・潅水、カボチャや瓜などの収穫、畑のチップ入れ 

景 観 整備：彩の森・BC 周辺、佐保自然の森の草刈り、養蜂巣箱の整備 

ビオ：西池改修、水路・木道整備、水生生物調査 

花：紫陽花園、山野草園、自転車道沿い花壇の草取り 

パトロール 1～3 コースパトロール、観察路整備（階段、ロープ他）、笹草刈り、 

学びの森ベンチ改修、掲示板前溝蓋設置、 

保護植物の説明会と実地見学を実施 

果 樹 実りの森除草、ブルーベリー収穫、灌木整理、ウメの軽剪定 

ならやまプロジェクト 
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